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製
品
体
験
会
詳
細

乾
燥
環
境
が
招
く
印
刷
不
良
と
引
火
リ
ス
ク

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の
た
め
の
戦
略
的
加
湿

いけうち

　

Ａ
ｉ
ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
は
、

省
エ
ネ
性
に
優
れ
た
１
流
体
加

湿
と
、
高
精
度
な
制
御
が
可
能

な
２
流
体
加
湿
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
湿
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
稼
働
し
て
か
ら
湿

度
を
一
定
値
以
上
に
す
る
ま
で

の
速
さ
と
運
転
中
の
湿
度
維
持

能
力
を
両
立
し
、
換
気
量
の
多

い
工
場
で
も
、
印
刷
機
周
辺
の

湿
度
を
効
率
よ
く
維
持
し
や
す

い
点
が
特
長
で
あ
る
。

　

低
湿
度
時
に
は
、
１
流
体
・

２
流
体
の
加
湿
器
が
同
時
に
稼

働
し
短
時
間
で
目
標
湿
度
ま
で

立
ち
上
げ
る
。
そ
の
後
湿
度
が

上
昇
す
る
と
、
２
流
体
加
湿
器

の
み
の
運
転
に
切
り
替
わ
り
、

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑

え
な
が
ら
精
密
な
湿
度
制
御
を

行
う
。

　
適
切
な
湿
度
環
境
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
静
電
気
障
害
の
抑

制
や
引
火
リ
ス
ク
の
低
減
、
粉

塵
の
沈
降
促
進
、
ゴ
ミ
付
着
・

ツ
ー
ツ
ー
不
良
と
い
っ
た
印
刷

不
良
の
低
減
が
期
待
で
き
る
。

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
運
用
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
と
環
境
負
荷
低
減

は
、
操
業
の
安
定
化
や
中
長
期

的
な
設
備
運
用
の
安
心
感
に
も

つ
な
が
る
。

　
加
湿
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働

に
は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
同
社
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
契
約
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
お
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
部
材
手

配
、
実
際
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
と
い
っ
た
業
務
を
定
期
的
に

代
行
す
る
こ
と
で
、
担
当
者
の

負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
湿

度
管
理
の
業
務
か
ら
解
放
さ

れ
、
本
来
の
業
務
に
専
念
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

　
同
社
で
は
定
期
的
に
製
品
体

験
会
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近

５
月
に
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・

福
岡
・
仙
台
で
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
に

記
載
。

０
―
９
９
７
―
０
８
４

の
発
生
要
因
に
も
な
る
。

　
一
方
で
静
電
気
に
よ
る
発
火

リ
ス
ク
を
認
識
し
て
い
て
も
、

「
加
湿
し
て
も
換
気
量
が
多
い

た
め
、す
ぐ
乾
燥
し
て
し
ま
う
」

「
換
気
量
に
合
わ
せ
て
加
湿
を

す
る
と
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
過

ぎ
る
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

十
分
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い

現
場
も
多
い
。
近
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
や
脱
炭
素
へ
の

対
応
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
印
刷
現
場
で
は
安
全
性
・

品
質
・
コ
ス
ト
・
環
境
へ
の
配

慮
を
同
時
に
成
立
さ
せ
る
加
湿

シ
ス
テ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
へ
の
有
効
な

選
択
肢
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
ミ
ス
ト
噴
霧
式
加
湿

シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ｉ
ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
」
で
あ
る
。
微
細
な
ミ
ス

ト
を
噴
霧
す
る
方
式
の
た
め
、

運
用
条
件
に
よ
っ
て
は
蒸
気
加

湿
と
比
べ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
約
１
／
３
～
１
／
５
ま
で

低
減
で
き
る
。
重
油
を
使
用
せ

ず
燃
焼
工
程
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

低
減
に
も
寄
与
す
る
。

た
湿
度
環
境
づ
く
り
を
支
援
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
工
場
で
は
、

有
機
溶
剤
を
扱
う
工
程
特
性
上

換
気
量
が
多
く
、
空
間
全
体
の

湿
度
を
維
持
し
に
く
い
環
境
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
結
果

印
刷
機
周
辺
で
静
電
気
が
発
生

し
や
す
く
な
り
、
火
花
が
イ
ン

キ
パ
ン
に
引
火
す
る
危
険
性
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
湿

度
不
足
は
フ
ィ
ル
ム
へ
の
ゴ
ミ

付
着
や
ツ
ー
ツ
ー
汚
れ
（
ツ
ー

ツ
ー
不
良
）
な
ど
、
印
刷
不
良

　
霧
の
い
け
う
ち
（
㈱
い
け
う

ち
）
は
、
乾
燥
に
よ
る
静
電
気

が
引
き
起
こ
す
引
火
リ
ス
ク
や

印
刷
不
良
に
つ
な
が
る
印
刷
工

場
の
現
場
課
題
に
対
し
、「
湿

度
管
理
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

安
全
性
と
品
質
を
両
立
す
る
加

湿
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い

る
。
中
で
も
省
エ
ネ
性
と
ス
ピ

ー
ド
加
湿
を
両
立
で
き
る
ミ
ス

ト
噴
霧
式
加
湿
シ
ス
テ
ム
「
Ａ

ｉ
ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
エ
ア
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
）」
は
、
換
気
量

の
多
い
印
刷
現
場
で
も
安
定
し

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
は
換
気
量
が
多

く
、
湿
度
の
維
持
が
課
題
に
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